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吉賀町ふるさと応援大使を委嘱しました

　令和４年１１月１日、吉賀町六日市基幹集落センターにおいて、「吉賀町ふるさと応援大使」委

嘱式を開催しました。

　吉賀町ふるさと応援大使は、町内外に向けて吉賀町の魅力を広く情報発信し、知名度向上及びイ

メージアップを図ることを目的としており、この度初めて、広島県廿日市市在住のシンガーソング

ライター・香川裕光さんと、真田地区のキャラクター「ごんごんじい」の２名の方に委嘱しました。

　式典では、吉賀町から委嘱状と広報活動用の名刺・たすきを贈呈した後、香川さんによるミニコ

ンサートが開催されました。ミニコンサートでは、香川さんのオリジナル曲「Ｐｅａｃｅ　Ｒａｉ

ｎ」及びカバー曲の全４曲が披露され、六日市保育所の園児をはじめ参加者の皆さんとともに盛り

上がりました。

香川 (かがわ )　裕光 (ひろみつ )

広島県廿日市市出身のシンガーソングライター。

はつかいち応援大使。

　歌オーディション番組『歌王 2016』にてグランプリを獲得し、

メジャーデビュー。2017 年には映画『ケアニン～あなたでよ

かった～』の主題歌を担当。2019 年５月に世界遺産・嚴島神

社で奉納コンサートを開催しました。さらに、2020 年にはシ

リーズ第２弾である映画『ケアニン〜こころに咲く花〜』の主

題歌を担当。CM 出演や、広島のラジオ番組では DJ をこなされ

ています。

　吉賀町では、吉賀町注連川地域で開催される「田んぼの生き

物調査」や吉賀高等学校の文化祭等のイベントに参加し、地域

の方々や学生らと共に音楽を通じた交流を行っておられます。

　廿日市市から津和野町を結ぶ「津和野街道」や、廿日市市で

営業中の吉賀町アンテナショップ等と連携した吉賀町の PR 活

動を行い、山陽方面に向けた当町の知名度アップに期待します。

ごんごんじい

　吉賀町に古くから伝わる「ごんごんじい」を、吉賀町真田地

区の山根・田丸自治会がキャラクターとして採用したものです。

　自治会によると、ごんごんじいは神様の化身であり、形はあっ

てもそれは仮の姿で、正体はわからないとのことです。子ども

達が怠けていたり、夜更かしやいたずらばかりしていると、ど

こからともなく現れ、子ども達を叱り、戒めてくれる。子ども

たちが健やかに育って欲しいと願っている優しい神様です。

　真田地区にあるサッカーグラウンド「よしかみらい」でのイ

ベントを中心に、様々な地域活動のほか、町内外のイベント等

でも出演し、吉賀町の知名度向上に貢献されています。

　今後は吉賀町ふるさと応援大使として、町の PR 活動への取

り組みの広がりが期待されます。
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第１８回吉賀町駅伝大会開催される！

　１０月３０日（日）、第１８回吉賀町駅伝大会が開催されました。今回は町内から７チームの参

加があり、素晴らしい秋晴れの中、１０時に旧蔵木中学校をスタートし、ゴールの吉賀中学校体育

館前をめざしました。沿道では多くの方々が力走する選手に声援を送っていました。レース結果は、

「山吹塾レッド」が優勝、２位に「山吹塾グリーン」、３位には「チームもとひろ」が入りました。

　当日、選手、スタッフとして参加して頂きました皆様お疲れ様でした。沿道でご声援いただいた

皆様ありがとうございました。また、通行車両にご配慮いただいた皆様ご協力ありがとうございま

した。　　※結果の詳細は吉賀町 HP に掲載しております。

山吹塾レッド

山吹塾ブルー

山吹塾グリーン

チームもとひろ

中バス

双葉保育所
赤組

双葉保育所
白組
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保健医療福祉功労

文化功労

桑原　恒夫 社会福祉法人かきのき保育所の理事長として尽力され、 児童
福祉の向上に貢献されました。

　

11
月
１
日
、
令
和
４
年
度
吉
賀
町
表
彰
式
・
吉
賀
町
感
謝
状
贈
呈

式
が
吉
賀
町
六
日
市
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
さ
れ
た
皆
様
に
は
、
深
い
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

吉賀町功労　表彰式 町
発
展
を
後
押
し

　
　
　

敬
意
と
感
謝

　功労表彰では、各分野で町の振興発展に尽力された個人４名が受賞されま

した。

当日ご出席された皆さん

堀江　房子 サロンボランティアリーダーとして尽力され、 地域福祉向上に
貢献されました。

山田　小夜子 配食サービスの調理ボランティアとして尽力され、 地域福祉向
上に貢献されました。

齋藤　和夫 白谷神楽社中の幣頭として尽力され、 社中の発展と文化の継
承に貢献されました。

（敬称略・順不同）

産業、経済、福祉、教育、文化、スポーツ

　その他各般の振興発展に特に功労のあった方
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吉賀町感謝状贈呈式
　町の事業やご寄贈を通じて住民福祉等に貢献された個人４名と３団体に感謝状が贈呈され

ました。

公益のため町に対して私財を寄附した方

町の行う事業に尽力し、又は公務に協力し、町民の福祉増進に寄与した者

株式会社エフエム山陰

　代表取締役社長　小村　健実

一般財団法人 日本宝くじ協会

　理事長　山口　一久

Dining 心 – coco – 

　齋藤　国春

山谷　幸雄

田原　正則 小川　将司

公益財団法人 みずほ教育福祉財団

　理事長　塚本　隆史

鹿足郡養護老人ホーム組合銀杏寮

へご寄贈やご寄附、ご訪問をくだ

さった個人及び団体の皆様につい

ては、銀杏寮広報「ほほえみ」へ

の掲載をもってご紹介に代えさせ

て頂きます。

当日ご出席された皆さん

当日ご出席された皆さん

（敬称略・順不同）

新型コロナウイルスワクチン接種事業に従事
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吉賀町いきいき健康高齢者表彰式（令和４年１０月５日）

　「吉賀町いきいき健康高齢者表彰」は、健康で生きがいを持って元気に生活している高齢者を表

彰し、高齢者の福祉を増進することを目的として実施しています。１０月５日に七日市公民館にお

いて開催した表彰式では、受賞者２６名中２１名が出席され、岩本町長より表彰状が授与されまし

た。

　受賞者の皆様のはつらつとしたご様子は、町が目指す「生涯現役のまち」の良きお手本です。ま

た、皆様へお伺いした「元気の秘訣」の中には、食事や運動、睡眠などの日常生活において心がけ

ていること、日々のこころの持ちようなど、健康に過ごしていくためのヒントがたくさん詰まって

いました。受賞者の皆様の益々のご健勝とご多幸を心から祈念するとともに、受賞者の皆様のお姿

を目標に、町全体としても健康で生きがいを持って暮らす町民が増えていくことを願います。

　この表彰制度は、例年夏に候補者の募集を行っています。表彰するにふさわしい８０歳以上の方

が、周囲や知り合いにおられましたら、次年度ぜひ保健福祉課まで推薦してください。

●受賞者御芳名および「元気の秘訣」（敬称略、50 音順）

 安部　清人（注連川）   ：お酒を飲む。朝のウォーキング。

 安部　ミキ子（注連川）：農作業に励む。何事も前向きに考えて過ごす。

 久保　よね子（柿木）　：早寝、早起き、畑仕事。

 小林　若喜 (柿木 )　  ：１日元気に過ごせることに感謝する。

　　　　　　　　　　　　ボランティアをする。

 齋藤　愛子（白谷）　　：午前中は野菜作り、午後からは皆とグランドゴルフを楽しむ。

 齋藤　利一（下高尻）　：ご飯を食べ、お酒を飲む。農作業をしてからだを動かす。

 齋藤　美千代（下高尻）：毎日早起き。仕事の段取り。なんでも食べる。

 周田　タツ子（抜月）　：よく食べ、よく寝る。野菜作り。

 杉崎　兌治（抜月）　　：自分に楽しいことをする。フジバカマを植えて旅する蝶を待っている。

 杉本　隆富（抜月）　　：農作業。からだを動かすこと。

 澄川　佚子（抜月）　　：手を使った趣味を楽しむ (パッチワークやかご作り )。

 澄川　カツエ（抜月）　：歌を口ずさみながら仕事に行くことを楽しんでいる。

 田中　文枝（立河内）　：早寝早起き、朝のウォーキング。大好きな畑仕事に励む。地区の行事に

　　　　　　　　　　　　は出席し、友達との会話を楽しむ。百歳体操。

 田村　欣子（下須）　　：食事と歩くこと。

 常岡　稜男（七日市）　：早寝、早起。三食きちんと食べる。

 友重　安世（下須）　　：ウォーキング、畑仕事。ミシンを使った服の直し作業。

 永見　久義（抜月）　　：畑仕事や家の仕事でからだをよく動かす。何でも食べる。

ＮＥＷＳ
よしか お知らせ
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吉賀町いきいき健康高齢者表彰式（令和４年１０月５日）

ＮＥＷＳ
よしかお知らせ

 檜谷　正幸（福川）　　：早寝（２１時就寝）、早起き（６時起床）。

 松本　長子（柿木）　　：百歳体操。好きな野菜作り。

 三浦　春子（白谷）　　：野菜をつくり子どもや孫たちにおすそ分け。季節の花をつくり、

　　　　　　　　　　　　目で見たり、写真に写したりして楽しむ。

 三浦　房代（下須）　　：畑づくり。家族のお世話。

 見川　利治（抜月）　　：食事をしっかりする。

 見川　ヤヨイ（抜月）　：パッチワークやリメイクなど好きなことを楽しむ。

 見川　良枝（抜月）　　：特別なことはない。いつも通り過ごすこと。

 村上　倫子（下須）　　：畑仕事。野菜の成長が楽しみ。

 吉川　幸枝（抜月）　　：新しいことに興味をもって挑戦すること。何事もプラス思考でストレス

　　　　　　　　　　　　をためない。

　参考／過去の受賞者人数

　　平成 27 年度  1 名　　平成 28 年度  0 名　　平成 29 年度  2 名　　平成 30 年度  2 名

　　令和元年度　23 名　　令和２年度　24 名　　令和３年度　33 名　　令和４年度　26 名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合計   111 名
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後見人の業務
身上監護

本人の生活に必要な手続き等を行います

（入院や介護ｻｰﾋﾞｽの契約、医療費の支払いなど）

財産管理
本人に代わって財産の管理をします

（収支の管理、預貯金、不動産など）

成年後見制度に関する相談は
吉賀町成年後見センター（中核機関）まで！

成年後見制度について

　成年後見制度とは、認知症や精神障害、知的障害などの理由で、判断能力が十分でない方の財産

管理や日常生活での契約などを行うときに、判断が難しく不利益を被ったり、悪質商法の被害者と

なることを防ぎ、権利と財産を守ることで暮らしを守り支援をする制度です。

　成年後見制度には、「法定後見制度」と「任意後見制度」の２種類があります。

　さらに、「法定後見制度」には、本人の判断能力の程度によって「後見」「保佐」「補助」と 3 つ

の類型があります。

　成年後見制度は、平成１２年に施行されました。同時に介護保険制度が施行され、これまでの「措

置」という行政処分を通じてサービス提供されていた時代から、介護を必要とする利用者と介護

事業者との「契約」を通じて介護サービスが提供される時代となりました。認知症などにより契

約行為が難しくなった方も必要なサービスが受けられたり、本人の意思や生き方を尊重した生活

の支援ができるように、成年後見制度が整備されました。

　しかし、成年後見制度の利用者数は近年増加傾向にあるものの、その利用者数は認知症高齢者

等の数と比較して著しく少ない状況となっています。成年後見の申立て動機で多いのは、預貯金

の解約等に次いで施設入所契約となっています。社会生活上の大きな支障が生じない限り、当制

度があまり利用されていないという現状があります。そこで、そのような課題への対応策として

吉賀町では地域連携の中核となる機関として「吉賀町成年後見センター（中核機関）」を設置し

ました。

ＮＥＷＳ
よしか お知らせ

成
年
後
見
制
度

法定後見制度

　すでに本人の判断能力が

低下した場合に利用

　　 任意後見制度

　本人が判断能力のある間に判断

能力が不十分になることに備える

手続き：公証役場で行います

補助：
　判断能力が不十分な状態であり、自己の財産管

理・処分の内容によっては、援助が必要な状態

保佐：
　判断能力が著しく不十分な状態であり、自己

の財産を管理・処分するには、常に援助が必要

な状態

後見：
　本人が一人で日常生活をすることができない

など、判断能力が全くない状態



9　　広報よしか　2022 年 12 月号　№ 206

吉賀町成年後見センター（中核機関）とは？

「吉賀町成年後見センター（中核機関）」には、以下の５つの役割があります。

吉賀町成年後見センターを設置しました。

　吉賀町では、国の成年後見制度利用促進基本計画 ( 平成 29 年３月 24 日閣議決定 ) に基づいて、

令和 4 年４月１日より権利擁護に関する地域連携の中核を担う機関として「吉賀町成年後見セン

ター」を設置しました。

　成年後見制度や権利擁護に関するご相談、「吉賀町成年後見センター（中核機関）」などに関する

お問い合わせは、下記連絡先までお願いします。

吉賀町成年後見センター（吉賀町社会福祉協議会内）

ところ：吉賀町社会福祉協議会（吉賀町福祉センター）

でんわ：0856 － 77 － 0136

ＮＥＷＳ
よしかお知らせ

　介護保険制度開始と同時期の平成 12 年からはじまった成年後見制度ですが、現状として、

利用普及が十分に進んでいないことや、実際に利用に至るまでの判断が難しいなどの状況があ

ります。このような背景があり、成年後見制度など本人の生活を守るための制度が利用しやす

くなるように、「地域連携ネットワークの中核となる機関」として設置されたのが「吉賀町成

年後見センター（中核機関）」です。

　吉賀町では、吉賀町で暮らすすべての人々の人権を尊重し、一人ひとりがその人らしく地域

で安心して生活できるよう、関係機関との連携及び協働により、成年後見制度等の普及及び相

談、成年後見制度の利用の促進、後見人の支援、その他各種の権利擁護のための事業を行うこ

とを目的に吉賀町が吉賀町社会福祉協議会にその事務の一部を委託し、吉賀町役場保健福祉課

と吉賀町社会福祉協議会とで中核機関の機能を担う「吉賀町成年後見センター」を設置しまし

た。

①　広報・啓発

　成年後見制度等の権利擁護事業に関する周知や、吉賀町成年後見センターの周知を行います。

②　権利擁護や成年後見制度の相談窓口

　成年後見制度をはじめ、権利擁護支援に関するさまざまな相談を受け付け、一緒に考えて行

きます。

③　成年後見制度の利用促進

　成年後見の申立てに関する書類等作成支援や、法人後見の担い手育成・活動支援を行います。

④　後見人の支援

　チーム等支援会議の調整・コーディネートや後見人等の相談窓口及び勉強会の開催、報告書

類等作成支援を行います。

⑤　地域連携ネットワーク構築

　専門職団体や関係機関が連携体制を強化するための協議会の構築や運営に関する業務を行い

ます。
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ＮＥＷＳ
よしか お知らせ

除雪についてお願い

　吉賀町、島根県では冬期における道路交通の安全を確保するため、町内の町道及び国、県道約

２００㎞について、除雪を行なっております。

　除雪作業の際に道路上への私物の放置、路上駐車等は、除雪作業の支障となりますので事前に撤

去、移動等皆様のご協力お願いします。また、道路に覆い被さるような樹木等については、事前に

各家庭で伐採等処分をお願いします。降雪により、道路管理上支障となった立竹木については、除

雪作業の際に伐採、処分させていただくことがありますので、予めご了承下さい。

　道路の凍結の恐れがある箇所については、凍結防止剤を配置しています。お近くの各家庭におい

て散布していただきますようお願いします。凍結防止剤のなくなったところや、新たに設置してほ

しい箇所については、連絡をしていただければ配置します。

　除雪作業についてのお問い合わせは、混乱を避けるため各自治会長を通じて取りまとめ連絡をお

願いします。除雪作業後は、雪の塊等によりご迷惑をおかけすることが多いかと思いますが、除雪

の主旨をご理解いただき、除雪作業が円滑に行なえるようご協力をお願いします。

規制期間　令和４年１２月１５日　　８：００から

　　　　　令和５年　３月１５日　１７：００まで（終日）

問い合わせは、町道は、吉賀町役場  建設水道課　☎７９－２２１２

　　　　　　　国道・県道は、島根県津和野土木事業所　維持係　☎７２－０５３２
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島根県女性活躍１００人会議が開催されました

総務大臣表彰の授与

　「女性活躍１００人会議」は、幅広い地域、分野の女性の意見を知事が直接聴く機会を設け、地

域の女性の実情を把握することを目的に開催しています。１０月２０日（木）益田市のグラント

ワで開催された会議に吉賀町から茅原美里さんと樋口ふみさんが参加し、津和野町・益田市の６

名と共に丸山知事に日頃感じていることやまちづくりに対する思いなどを伝えました。茅原さん

は、地域住民と接する機会の多い公民館主事という立場から、住民の「自分の発言がどう形になっ

ていくのか？」に応えることのできる地域づくりでありたいとお話しされました。宮城県気仙沼

出身で東日本大震災を仙台で経験された樋口さんは、南海トラフ地震の被害想定と島根原発の被

害想定区域が重なることを指摘、県としての対策を問われました。

　参加された方は様々な切り口で「しまねの暮らしの課題」についてご自分の意見をしっかり語

られました。丸山知事は、すべての参加者に『答弁』をされましたが、参加者の一人から「とに

かく一度私たちの話をしっかり受け止めていただきたいです。」とキレのある意見が出る場面もあ

り、あっという間に二時間が過ぎました。お一人お一人に、もっと話を聞いてみたい！と感じま

した。

　おとなり津和野町では三期六年間の女性会議を経て、Lady Go ～ Tsuwano ～（レディゴーツワノ）

という団体が立ち上がり、津和野の未来をよくしていくための活動をされています。

　吉賀町では、今年度中に第三次吉賀町男女共同参画計画を策定します。今や男女供共同参画は、

女性のためだけのテーマではありません。近年、男とはこうあるべき、女とはこうあるべき、と

いった周囲からの期待や本人の意識により、一人一人が個性や能力を発揮できない状況を防ごう

という考え方が広がってきたことから「ジェンダー」という言葉がよく聞かれるようになりました。

「ジェンダー」に縛られた今の社会は、誰にとっても生きやすく優しい世界とは言い切れないので

はないでしょうか。

　吉賀町は、まちに関わる全ての人が笑顔になれるまちを目指します。

　１０月５日、東京の「全国町村会館」で総務大臣によ

る表彰式が執り行われ、本町の安永友行議長が表彰され

ました。

　この表彰は、多年にわたり議長として公正な議会運営

に尽力し、地方自治の発展向上に大きく貢献したことが

認められるもので、在職年数が１２年以上となる市町村

議会議長（本年は全国で４名）が対象となりました。

　安永議長には今後とも健康に留意され、二元代表制の

一翼を担う本町議会の公正活発な運営にご活躍いただき

たいと思います。
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環境情報　心にゆとりをもった運転“エコドライブ”をはじめてみませんか。

エコドライブとは

　エコドライブとは、燃料消費量や C02 排出量を減らし、地球温暖化防止につなげる“運転技術”

や“心がけ”のことです。また、エコドライブは、交通事故の削減につながります。燃料消費

量が少ない運転は、お財布にやさしいだけでなく、同乗者が安心できる安全な運転でもありま

す。心にゆとりをもって走ること、時間にゆとりをもって走ること、これもまた大切なエコド

ライブの心がけです。

今すぐ簡単にはじめたい人へ

　エコドライブはやってみたいけど、運転のテクニックにはあまり自信がない…。そんな方に

ぴったりのポイントはこちら。

　①タイヤの空気圧から始める点検・整備

　　　タイヤの空気圧チェックを習慣づけましょう。タイヤの空気圧が適正値より不足すると、

　　燃費が悪化します。また、エンジンオイル・オイルフィルタなどの定期的な交換によって

　　も燃費が改善します。

　②不要な荷物はおろそう

　　　運ぶ必要のない荷物は車からおろしましょう。車の燃費は、荷物の重さに大きく影響さ

　　れます。また、車の燃費は、空気抵抗にも敏感です。スキーキャリアなどの外装品は、使

　　用しないときには外しましょう。

　③エアコンの使用は適切に

　　　車のエアコン（A/C）は車内を冷却・除湿する機能です。暖房のみ必要なときは、エア

　　コンスイッチを OFF にしましょう。車内の温度設定が外気と同じであっても、エアコンス

　　イッチを ON にしたままだと燃費が悪化します。また、冷房が必要なときでも、車内を冷

　　やしすぎないようにしましょう。

今よりもっと燃費を良くしたい人へ

　燃費をもっと良くしたい！エコドライブって具体的にどんな運転？そんな方にぴったりのポ

イントはこちら。

　①ふんわりアクセル「ｅスタート」

　　　発進するときは、穏やかにアクセルを踏んで発進しましょう（最初の５秒で、時速 20Km

　　程度が目安です）。日々の運転において、やさしい発進を心がけるだけで、燃費が改善し

　　ます。焦らず、穏やかな発進は、安全運転にもつながります。

　②車間距離にゆとりをもって、加速・減速の少ない運転

　　　走行中は、一定の速度で走ることを心がけましょう。車間距離が短くなると、ムダな加速・

　　減速の機会が多くなり、燃費が悪化します。交通状況に応じて速度変化の少ない運転を心

　　がけましょう。

　③減速時は早めにアクセルを離そう

　　　信号が変わるなど停止することがわかったら、早めにアクセルから足を離しましょう。

　　そうするとエンジンブレーキが作動し、燃費が改善します。また、減速するときや坂道を

　　下るときにもエンジンブレーキを活用しましょう。

　ひとつひとつは、小さなことかもしれませんが、積み重なれば、大きな力になります。エコ

ドライブ、実践してみてはいかがでしょうか。

ＥＣＯ ＤＲＩＶＥ ＥＣＯ ＤＲＩＶＥＥＣＯ ＤＲＩＶＥ ＥＣＯ ＤＲＩＶＥＥＣＯ ＤＲＩＶＥ ＥＣＯ ＤＲＩＶＥＥＣＯ ＤＲＩＶＥ
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雪道の運転に備えて早めの冬用タイヤの装着やチェーンの用意を！

吉賀町総合防災訓練　開催

台風１４号の災害復旧へ向けた支援を要望

　国土交通省浜田河川国道事務所のホームページでは、道路に設

置しているライブカメラの画像をリアルタイムで配信していま

す。

　また、冬季は SNS においても道路情報を発信する予定です。

　冬の道路は、どこで積雪や凍結しているか分かりません。

　早めの冬用タイヤ装着や、チェーンの携行をお願いします。

問合せ先　　国土交通省浜田河川国道事務所　　　　　　　　　

　　　　　　　☎０８５５－２２－２４８０　　　　　　　　　

http://road21.jp/pc/index2.htm

　１０月２３日（日）災害に備え「自助、共助」の底上げを図

ることを目的に、「令和４年度吉賀町総合防災訓練」が町民六日

市体育館で開催されました。　

　当日は六日市地区の住民の方や男女共同参画サポーターの方

など約８０名が参加されました。

　県防災危機管理課藤井防災対策監からマイ・タイムラインの

作成についての講演を行い、実際に避難行動についてのマイ・

タイムラインの作成を行いました。

　また、東日本大震災を経験された樋口ふみさん（吉賀町福川

在住）から南海トラフ地震が起きた時、町と私たちの生活はど

う変化するのかについて講演があり、その後、各地区に分かれ、

これから「自分」が「何をするか」について積極的に討議され

ました。

　参加者のアンケートでは、「日頃からしっかり備えておこうと

思いました。」や「災害は他人事ではなく、どうしたらよいか地

区で考えないといけないと思った。」などの意見がありました。

　コロナ禍ということもあり、各地区からの参加者を５名に制

限しての開催でしたが、日ごろからの備えや命を守る行動につ

いて理解を深めました。

　１０月１９日、岩本町長、町議会安永議長は島根県庁に丸山島根県知事を訪問し、９月１９日に

襲来し、町内に大きな被害をもたらした台風１４号の災害復旧へ向けた支援を要望しました。

　要望は、県知事をはじめ、副知事、政策企画局長、地域振興部長、土木部長、農林水産部長、島

根県議会議長へ行いました。

　要望の内容については、被災の状況は、町内全域に及び、被災箇所も農地、林道、町道、河川と

幅広く、また、町管理施設だけでなく県管理施設にも及んでいる現状に対し、県による技術支援と、

県管理施設の早期復旧を要望するとともに、財政基盤の脆

弱な本町にあっては、国、県の財政支援は欠かせないとし、

必要な財政需要に柔軟かつ迅速に対処できるよう財政支援

を要望しました。

　それに対し、丸山知事は、県による技術支援やサポート

をしていく考えや迅速な災害復旧工事の実施、そして財政

支援を国に働きかけることなどの考えを示しました。
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まちづくり委員会を開催しました

ねんりんぴっく　サッカーの部に出場

　１０月２８日（金）、六日市基幹集落センターに於いてまちづくり委員会を開催し「吉賀町総合

戦略」にかかる令和３年度及び７年間の評価を行っていただきました。

　「吉賀町総合戦略」は、人口減少という課題解決に向けて、人口の現状と将来の姿、今後めざす

べき将来の方向について、平成２７年度から令和３年度の７年間の目標と施策の基本的方向、具

体的施策をまとめたものです。１．「しごと」、２．「結婚」「出産」「子育て」、３．「ひとの流れ」、４．

「協働と連携」の４つの基本目標のもとに、実行施策及び重要業績評価指標（ＫＰＩ）を設定して

います。

　令和２年の国勢調査人口は、当初設定した推計人口を上回る数値となってはいますが、今後の

推移については厳しいことが予測され、取り組みを継続していくことが求められます。

　新型コロナウイルスの影響もあり、各事業について思うように実施できていない状況もありま

すが、そういった現状もふまえて評価を行っていただきました。

　今回行っていただいた評価内容については、取りまとめが終わり次第町

のホームページ等で公開する予定です。

　来る１１月１２日（土）～１５日（火）に神奈川県に於いて開催される第３４回全国健康福祉

祭 神奈川・横浜・川崎・相模原大会（愛称：ねんりんぴっく）にサッカーの部に島根県代表とし

て選出された坂田紀之さん（65：六日市）、橋本俊郎さん（64：立河内）、見川文孝さん（61：抜月）

が、１０月２５日（火）表敬訪問され、岩本町長から激励の言葉が送られました。

　この大会は、厚労省・開催都道府県（政令指定都市）の主催で、スポーツや文化種目の交流を

はじめ、健康や福祉に関する多彩なイベントを通じ主に６０歳以上の高齢者を中心とする国民の

健康保持・増進、社会参加、生きがいの高揚等を図り、ふれあいと活力ある長寿社会の形成に寄

与するため昭和６３年から毎年開催されています。

　３人は「出場することによってねんりんぴっくを多くの方に知っていただきたいし、同世代の

方々の励みになれば嬉しい。大会を通じて全国の選手との交流を深めていきたい」と抱負を語ら

れました。

　坂田さん、橋本さん、見川さんのご健闘をお祈りします。

2010 2015 2020 … 2060

H22 H27 R2 … R42

 人口推計 6,810 6,383 5,992 … 4,437

 国勢調査人口 6,810 6,374 6,077 …

　※吉賀町人口ビジョンの人口推計と国勢調査人口
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益田税務署からのお知らせ

益田税務署　 ☎０８５６－２２－０４４４（代表）問い合わせ先：

給与所得以外に雑所得や一

時所得がある方など、多く

の方が

　　スマホ専用画面

をご利用いただけます。

スマホから確定申告

①スマホ専用画面

キャッシュレス納付

①ダイレクト納付

申告書の作成は

こちらから！

「マイナンバーカード」と「マイナン

バーカード対応のスマートフォン」を

お持ちの方は、e-Tax で送信できます。

②ｅ -Ｔａｘ送信

＋

＊マイナンバーカード対応のスマートフォン等をお持ちでな

い方も、「ＩＤ・パスワード方式の届出完了通知」に記載さ

れたＩＤ・パスワードがあれば、e-Tax で送信できます。

届出をした預貯金口座からの振替により

即時又は指定した期日に納付することが

できます。

②振替納税
届出をした預貯金口座から指定された期

日に自動で引き落とすことにより納付で

きます。 ※個人の申告所得税・消費税に限ります。

③インターネットバンキング
インターネットバンキングにより国税を

電子納税できます。

④クレジットカード納付
専用サイトへアクセスし、クレジット

カードを利用して納付できます。
※納付額に応じた決済手数料がかかります。
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☆★☆上下水道情報☆★☆（1/2）

◇吉賀町水道事業の決算について

そもそも水道事業の収益と費用とはなんでしょうか？

　〇収益とは

　　みなさんから頂いている水道料金やメーターを設置する際に頂く分担金などの合計金額です。

　（別添の損益計算書 ①の金額になります。）決算書では営業収益としています。

　〇費用とは

　　みなさんが日々使用している水道水を作るのに掛かる経費や今ある施設の運営費用の合計です。

　（別添の損益計算書 ②の金額になります。）

それでは実際に令和３年度決算書の内、損益計算書を見てみましょう。

令和３年度吉賀町水道事業損益計算書（抜粋）

（令和３年４月１日から令和４年３月３１日まで）

1 営 業 収 益

(1) 給水収益　　　　　　　      　99,835,733

(2) その他営業収益　　　 　　　　　　326,973　　　  　100,162,706

2 営 業 費 用

(1) 原水及び浄水費　　　　　　　　28,376,505

(2) 配水及び給水費　　       　　　9,589,947

(3) 総係費                        26,990,030

(4) 減価償却費                   134,454,044

(5) 資産減耗費                       781,810          200,192,336

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 △ 100,029,630

3 営 業 外 収 益

(1) 受取利息及び配当金                 2,264

(2) 他会計補助金                  80,989,000

(3) 長期前受金戻入                48,383,518

(4) 雑収益                　　　     201,364    　    129,576,146

4 営 業 外 費 用

(1) 支払利息及び企業債取扱諸費    16,925,839

(2) 雑支出                           110,910           17,036,749

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　112,539,397

経 常 利 益                                            12,509,767

当 年 度 純 利 益                                      12,509,767

前 年 度 繰 越 利 益 剰 余 金                                   0

当 年 度 未 処 分 利 益 剰 余 金                     　12,509,767

・水道事業の経営状況はご存じでしょうか。

今回は経営についてお知らせいたします。

①水道料金と分担金の合計です

（単位：円）

②水道が飲めるようにするため

　にかかる費用の合計です。

収入（①）から支出（②）を引

いた金額です。1億円の赤字です。
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☆★☆上下水道情報☆★☆（2/2）

　この損益計算書とは、令和３年度の１年間での維持管理の収入と支出を現したものです。

　収益は約１億円で、費用が約２億円となっており、差し引き１億円の赤字となっております。（前

のページの①－②）特に減価償却費が費用の 67％を占め大きな負担となっています。

　維持管理は赤字となっておりますが、一般会計からの繰入金（補助金）がありますので、全体と

しては黒字になっています。

　つまり、一般会計からの繰入金頼りの経営になっております。

　現在は、赤字を減らすために営業収益を上げていくことを視野に入れています。

　詳しくは吉賀町の HP にて決算書を記載しているのでそちらをご覧ください。

　　　　　令和３年度水道事業会計決算書 HP

　　　　　トップ＞暮らし＞生活環境・衛生＞上水道＞水道事業会計

　　　　　右記の二次元バーコードからサイトに飛んでいただき、

　　　　　『令和３年度決算書』を選択してください。

全国公共図書館協議会表彰

　町立図書館に永年にわたり勤務され、町民の読書推進や図書館事業の発展にご尽力された藤井素

子司書さんが、この度表彰を受けられました。

　これは、３０年という長きにわたり貢献された人に対して、全国の公共図書館で構成される全国

公共図書館協議会において、その功績を認められた方が表彰されるというものです。県内の公立図

書館では１７年振り、県内の町立図書館では初めての表彰となります。

　藤井さんは、旧六日市図書館が設立された頃から勤められ、多様な年代に向けた図書の選書や、

図書館事業の発展にご尽力されてこられました。

　この日は、中田教育長、永安図書館長とご一緒に、町長へ報告に来られました。

　町長からの「正に図書館と歩まれて来られ、貢献していただいた」とのお言葉に「一緒に働いて

おられる館長や職場の仲間のお陰で、今日まで勤めることができました」と返されました。また、

昨年度購入していただいた移動図書館車は、３台目になるというお話しから３０年という長さをそ

の場におられた皆さんが感じておられました。

　「３０年という長い勤務の間には色々なことがあったと思いま

すが、一番印象に残っていることは何ですか？」との町長からの

問いには「色々ありますが、雨の中移動図書館車で学校に行った

とき、子どもたちが『本が濡れるから拭こう』と上拭き用雑巾を

持ってきて、子どもたちが自主的に濡れた本を拭いてくれたこと

がありました」というエピソードを教えてくださいました。

　藤井さんのこれまでの体験や様々な思いとともに、これからも

頑張りたいというお気持ちを聞かせていただきました。

　本当に、おめでとうございました。
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月 火 水 木 金 土・日
毎週　月曜日～金曜日 きょうの料理 １ ２ ３・４

■みんなでラジオ体操
 時　間    6：00、7：00、7：30、8：00、8：30
　 ■みんなのつわの体操
 時　間    みんなでラジオ体操終了後
　　　　 6：30、15：00、15：30
　　　    16：00、16：30
 ☆テレビの前で楽しくできる介護予防体操　
※２６日～30日は特別番組放送の為、休止します

季節に合ったさまざま

な食材を生かして

毎日の食事の参考にな

るレシピを紹介！

【NHK エンタープライズ制作】

〇笠原将弘の福を呼ぶごちそう

　 豚肉の紅白巻き

〇父さんのきょうからキッチン

　 グラタン

9：00
●松江の面影
　～セツと八雲の探訪記～

9：30
●藤岡大拙・大西友子の
　出雲弁よもやま話

9：00
◎にっぽんトレッキング
　100

10：00
◎きょうの料理

6：00
●ニュース
　サンネット

ニュース終了後
●かのあし安全安心だより

島根県議会中継（112CH ）

５ ６ ７ ８ ９ １０・１１
9：00
▲ニュース・サンネット
　総集編（１１月放送分）

9：00
●島大病院
　ちょっと気になる健康講座

9：30
●出雲のほそ道

9：00
●あいラブせんりゅう
  （宮城）

9：30
●気仙沼めっけ
  （宮城）

9：00
●釣り天国！石見

9：30
●探偵社、ぶらり。

9：00
●CATV情報ネット
　しまね

9：30
●美肌県
　島根へ行こう！

6：00
●ニュース
　サンネット

島根県議会中継（112CH ）

１２ １３ １４ １５ １６ １７・１８
9：00
◎鷗外生誕160年没100年
　鷗外講座
＜遺言＞
「石見人森林太郎トシテ
　死セント欲ス」の意味

9：00
●グラントワチャンネル
　

9：30
●荒磯館料理長の
　手軽に一品

9：00
●神主と学ぶ  日本神話

9：30
●わがと家の人々

9：00
●松江の面影
　～セツと八雲の探訪記～

9：30
●サウナ道ノスゝ メ

9：00
◎にっぽんトレッキング
　100

10：00
◎きょうの料理

6：00
●ニュース
　サンネット

ニュース終了後
●よしかの里の昔話

吉賀町議会中継（112CH ） 島根県議会中継（112CH ）

１９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４・２５
9：00
★中国サッカーリーグ
　ベルガロッソ浜田
　ホームゲーム
・福山シティFC戦
・環太平洋大学FC戦

9：00
●はじめての菜園生活。

9：30
●釣りしんちゃい！

9：00
●いい伊豆みつけた
　(静岡)

9：30
●ふるさと歴史発見！
　(静岡)

9：00
●釣り天国！石見

9：30
●探偵社、ぶらり。

9：00
●CATV情報ネット
　しまね

9：30
●おくいずも新探訪 
　～さらに「奥」へ～

6：00
●ニュース
　サンネット

ニュース終了後
●つわのミュージアム
　パスポート

津和野町議会中継（112CH ）

２６ ２７ ２８ ２９ ３０ ３１
年末特別番組
・鷗外生誕160年没100年
   鷗外講座全５回

年末特別番組
・益田・鹿足中学校
　新人大会野球の部
　準決勝・決勝

・つわぶき少年野球大会
　決勝

年末特別番組
・島根県社会人
　サッカーリーグ１部
（紫逅倶楽部 対 m.l.c)

・藤原辰史講演会
～歴史に学び 今に活かす～

年末特別番組
・バイオマスガス化発電
　勉強会

・バイオマスガス化発電
　シンポジウム

年末特別番組
・津和野地域
　文化芸術の祭典
～文化が薫る
　鷗外百年の森へ～

年末特別番組
・第３回きん祭みん祭
　農業文化祭onステージ

・ニュース・サンネット
　年間総集編（１・２月）
　（ １１２CH ）

・ニュース・サンネット
　年間総集編（３・４月）
　（ １１２CH ）

・ニュース・サンネット
　年間総集編（５・６月）
　（ １１２CH ）

・ニュース・サンネット
　年間総集編（７・８月）
　（ １１２CH ）

・ニュース・サンネット
　年間総集編（９・１０月）
　（ １１２CH ）

・ニュース・サンネット
　年間総集編（１１・１２月）
　（ １１２CH ）

議会中継日程（１１２CH） 年末特別番組

〇島根県議会生中継　１日～２日、５日～７日、１６日
【１０：００～】

〇吉賀町議会中継　１２日～１４日
〇津和野町議会　１９日～２１日

２６日～３１日に特別番組を一挙放送！
ニュース・サンネット年間総集編の他にも

２０２２年に放送した特別番組を再放送します！
番組内容や放送時間はテレビの番組表をご確認ください

字

字

字

字

特

特

サンネットにちはら番組表
※ ●１Hごとに放送  ◎２Hごとに放送  ▲３Hごとに放送  ★４Hごとに放送　  　特別番組
　 　 耳が不自由な方や声が聞きとりにくい方にもわかりやすいよう文字を表示しています（隔時間）

特12 字

※編成の都合上、番組・内容が変更になる場合があります あらかじめご了承ください ※変更の際は１１１ｃｈのデータ放送等でお知らせします

２０２２
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よしかみらい健康教室

これからの寒い季節、外での運動が難しくなる季節・・・

施設内でできる運動も体験してみませんか？

プロのアスリートにも指導を行っている森下さんに教えていただく教室を開催します！

１２/1（木）　9：30 ～ 11：00
［会場］　　よしかみらい（真田 1121-12）

［講師］　　NATA 公認アスレティックトレーナー

　　　　　森下　純 氏

［対象者］　40 ～ 74 歳の方

［内容］

トレーニングマシンを

使った運動

［申し込み方法］　申し込み〆切　11/28（月）

　吉賀町役場保健福祉課　☎７７-１１６５　まで

　※当日参加も可能ですが、準備の都合上事前申し込みをいただけると喜びます

【糖尿病】
　糖尿病は自覚症状がなく進行するため、放置すれば気づいたときには重症化し、脳卒中や心筋梗

塞、三大合併症（神経障害・網膜症・腎症）などを引き起こす原因となります。

　健康診断の結果、血糖値が高めと言われた人や基準値を超えている人は病院の受診、生活習慣の

改善をしましょう。

☆治療を中断してはいけません！！

　すでに糖尿病と診断されている人が合併症を発症しないようにするためには、医師や専門家の指

導の下、食事、運動、薬物療法による血糖コントロールが必要です。

　体に感じる症状がなかったり、血糖値が下がっても、決して自己判断で治療を中断しないように

しましょう。

糖尿病神経障害

　初期段階に手足のしびれなどの自覚症状が現れます。知覚を失うことで火傷や靴擦れな

どに気づかず、皮膚や皮下組織などが死滅する壊疽を起こし、足を切断することもあります。

糖尿病網膜症

　網膜の細かい血管が傷み、視力低下や出血などが起こり失明することもあります

糖尿病腎症

　腎臓の血管が傷み、悪化すると腎不全に陥り透析治療が必要となることもあります

≪危険な３大合併症　　し・め・じ≫

［持参物］

参加費：250 円（よしかみらい施設利用料）

・室内シューズ　・運動ができる服装　

・飲み物

健康コーナー

 

 健康運動教室

し

め

じ
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保健だより
健康・食育・予防

食育コーナー食育
「私たちの健康は私たちの手で」

「早寝早起き朝ごはん」

　１０月１５日（土）に柿木小学校で開催された保健集会の様子をお知らせします。今年度の保健

集会は、自分の生活を見直し、朝ごはんについて児童、保護者、学校、地域と一緒に考え取り組ん

でいこうという狙いをもって開催されました。

　健康委員会の発表の後、親子で４つのコーナーを体験しました。

　そのコーナーの一つ、食生活改善推進員が担当した「みそ玉づくり」

の様子をお知らせします。みそ玉は忙しい朝でも、簡単で便利で美味

しく食べられる朝食の一つです。みそにいりこやカツオ節を入れて混

ぜ、好きな具材を入れてさらに混ぜて丸めます。それにお湯を注ぐだ

けで簡単にみそ汁が作れます。作り置きをすることも可能で冷蔵庫で

３日～１週間、冷凍庫で１ヵ月保存可能です。

　みそは発酵食品で善玉菌である乳酸菌やビフィズス菌などが含まれています。ウイルスや細菌な

どの病原体から体を守る「免疫細胞」の６～７割は腸内に存在します。腸内細菌の中の善玉菌がしっ

かり存在しているほど、免疫細胞が活性化します。免疫細胞が元気に働ける腸内環境を整えてこの

冬に向けて免疫アップを目指しましょう。

　　　　 必ず入れる材料

◎味噌　　　10 ｇ ( 小さじ 1/2)

◎いりこ　　小１本

◎かつお節　0.5 ｇ ( １/ ４袋）

①　器に味噌、いりこ、

　かつお節を入れる

②　①の器にお好みの具材も入れる

③　味噌と具材をよく混ぜる

④　ラップを広げ、

　器の中身を移して丸める

出来た味噌玉をお椀に入れ、

お湯 180 ｍｌを注ぐと味噌汁の

完成です！

　保健集会に参加した児童、保護者の皆さんからは「親

子で一緒に作るのが楽しかった」「家でも実践できる内

容だった。」「ストックできるので早速やってみたい」「具

材を選べる楽しさがあってよかった」などの感想があり

ました。

　簡単にできますので是非ご家庭でもお試しください

　　　　 お好みの具材

・切干大根　　　・とろろ昆布

・小ねぎ　　　　・乾燥わかめ

・花麩　　　　　・青のり

・糸寒天
　　お好みの具材は、家にある他の

　　　　　　材料でもＯＫ！

味噌玉１個の材料 味噌玉の作り方
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書
館
で
の
職
場
体
験
学
習
を
さ
れ

ま
し
た
。
来
館
者
へ
の
対
応
や
移
動
図
書
館
車
み
た

い
号
の
巡
回
な
ど
を
体
験
さ
れ
、
日
頃
は
知
ら
な
い

図
書
館
の
一
面
を
見
な
が
ら
、
業
務
を
こ
な
し
て
く

れ
ま
し
た
。
井
川
さ
ん
の
姿
に
、
来
館
者
も
笑
顔
で

見
守
っ
て
下
さ
い
ま

し
た
。

　

こ
れ
を
機
会
に
ま

す
ま
す
図
書
館
に
親

し
ん
で
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

図
書
室
だ
よ
り

　

一
年
最
後
の
月
。
一
年
を
し
め
く
く
り
、
正
月
の
準
備

に
追
わ
れ
る
多
忙
な
月
。
旧
暦
で
い
う
「
師
走
」
と
い
う

言
葉
に
も
年
の
瀬
の
慌
た
だ
し
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
こ

の
月
は
、
ゆ
っ
た
り
と
春
が
来
る
の
を
待
つ
と
い
う
意
味

か
ら
「
春
待
月
」
と
も
呼
ば
れ
、
年
の
終
わ
り
を
感
じ
さ

せ
る
「
極
月
」「
暮
古
月
」
な
ど
の
呼
び
名
も
あ
り
ま
す
。

正
月
、
事
始
め
の
一
つ
で
あ
る
す
す
払
い
。
新
し
い
年
の

神
様
で
あ
る
年
神
様
を
迎
え
る
た
め
に
家
を
き
れ
い
に
し

ま
す
。
昔
は
、
と
く
に
荒
神
様
が
つ
か
さ
ど
る
と
い
う
台

所
の
掃
除
は
念
入
り
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
荒
神
様
は
そ
の

家
の
運
を
左
右
す
る
神
様
な
の
で
き
れ
い
な
台
所
の
家
に

運
を
呼
ぶ
と
信
じ
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
ト
イ
レ
や
お
風
呂

は
き
れ
い
に
掃
除
し
ま
す
が
、
台
所
の
掃
除
に
も
力
を
入

れ
た
い
で
す
ね
。
（
参
考
：
暮
ら
し
の
歳
時
記
）

≪図書館利用状況 10月≫

●貸出総数　３０４６冊

●貸出人数　　４１１人

●来館者数　　４８２人

今
月
の
本
の
紹
介

柿木『図書だより』
 開館　９：００～１６：００（平日）
　＊毎月曜日と祝日が休館日です
　＊第２、４の土日は 9：00 ～ 16：00
 電話　７９－２５５３
 島根県鹿足郡吉賀町柿木 79

 ≪ベスト・リーダー！１０月≫

　　書　　　名　　　　　　著　　者

「蒼い水の女」　　　　　　　　柴田　哲孝　著

「ＳＬやまぐち号殺人事件」　　西村京太郎　著

「禁　猟　区」　　　　　　　　石田　衣良　著

「灰かぶりの夕海」　　　　　　市川　憂人　著

「汝、星のごとく」　　　　　　凪良　ゆう　著

絵
本
で
楽
し
む
孫
育
て　
　
　
　
　
　
　

草
谷
桂
子

坂
の
上
の
坂　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原
和
博

モ
ダ
ン
ガ
ー
ル
大
図
鑑　
　
　
　
　
　
　

生
田　

誠

魔
除
け
百
科　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
田
保
造

秘
伝
発
酵
食
づ
く
り　
　
　
　
　
　
　
　

林　

弘
子

ひ
と
り
を
愉
し
む
食
事　
　
　
　
　
　
　

有
元
葉
子

「
ま
ち
歩
き
」
を
し
か
け
る　
　
　
　

 　

茶
谷
幸
治

ス
ー
プ
の
冷
め
な
い
距
離　
　
　
　
　
　

道
浦
俊
彦

ロ
ス
ト
・
ボ
ー
イ　
　
　
　
　
　
　
　
　

黒
岩　

研

孤
独
虫　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

真
梨
幸
子

軍
師
の
門　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

火
坂
雅
志

ミ
ス
ト
レ
ス　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

篠
田
節
子

代
休　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
田
宗
樹

く
い
し
ん
ぼ
う　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
江
祥
智

だ
～
れ
だ
？　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
じ
わ
ら
こ
う
い
ち

ね
え
あ
そ
ぼ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
野
ひ
で
子

マ
マ
は
し
ら
な
い
の
？　
　
　
　
　
　
　

ふ
く
だ
い
わ
お

 [ 図書館の休館日と
返却ポスト ]
・毎月曜日と祝日。
・１２月２８日（水）
～１月５日（木）まで
　年末・年始の休館に
なります。
・図書返却ポスト
吉賀町内各公民館前に
設置

図書だより
町立図書館・柿木公民館
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最
近
、
「
環
境
問
題
」
と
い
う
言

葉
を
見
た
り
聞
い
た
り
す
る
機
会
が

増
え
て
き
ま
し
た
。
環
境
問
題
と
は
、

地
球
の
環
境
に
変
化
が
生
じ
て
起
こ

る
様
々
な
問
題
の
こ
と
を
言
い
、
地

球
温
暖
化
、
ゴ
ミ
、
大
気
汚
染
、
土

や
水
の
汚
染
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
そ

し
て
、
今
回
の
コ
ラ
ム
で
は
、
私
た

ち
が
日
常
生
活
な
ど
で
使
っ
て
い
る

モ
ノ
に
つ
い
て
少
し
触
れ
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

モ
ノ
は
捨
て
れ
ば
ゴ
ミ
、
再
利
用

す
れ
ば
資
源
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
が

「
リ
サ
イ
ク
ル
」
で
す
。
例
え
ば
、

新
聞
紙
は
、
ド
ロ
ド
ロ
に
溶
か
し
て
イ

ン
ク
を
取
り
除
く
こ
と
で
、
パ
ル
プ

(

紙
の
原
料
と
な
る
植
物
繊
維)

に
戻

す
こ
と
が
出
来
ま
す
。
こ
の
パ
ル
プ
を

使
っ
て
、
段
ボ
ー
ル
な
ど
の
新
し
い
紙

製
品
を
作
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
こ
の

ほ
か
に
も
、
ア
ル
ミ
缶
や
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
容
器
、
ガ
ラ
ス
、
鉄
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
な
ど
様
々
な
ゴ
ミ
を
リ
サ
イ
ク
ル
す

る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
そ
れ
ら
は
ゴ
ミ

で
は
無
く
、「
リ
サ
イ
ク
ル
資
源
」
と

呼
ぶ
べ
き
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
活
動
を
町
内
施
設
で
も

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、ご
紹
介
し
ま
す
。

そ
れ
は
、
幸
地
地
区
内
に
あ
る
鹿
足
郡

不
燃
物
処
理
場
内
の
「
リ
サ
イ
ク
ル
工

房
」
で
す
。
そ
し
て
、こ
の
工
房
で
は
、

定
期
的
に
体
験
教
室
も
開
催
し
て
い
ま

す
。
私
も
去
る
10
月
15
日(

土)

、
こ

の
教
室
に
参
加
し
ま
し
た
。
当
日
は
、

指
導
員
の
方
の
説
明
を
受
け
な
が
ら
、

ガ
ラ
ス
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン(

ガ
ラ
ス
破
片

を
使
用
し
て
作
る
ペ
ン
ダ
ン
ト
や
ブ

ロ
ー
チ
な
ど)

作
り
、エ
コ
バ
ッ
ク(

カ

レ
ン
ダ
ー
な
ど
で
作
る
袋)

作
り
に
挑

戦
し
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
に
も
裂
き
織

り
・
毛
糸
織
り(

古
布
や
古
毛
糸
を
使

用
し
て
織
り
機
で
作
る
も
の)

な
ど
も

出
来
る
そ
う
で
す
。
い
ず
れ
も
家
庭
な

ど
で
不
用
と
な
っ
た
モ
ノ
を
使
用
し
て

製
作
し
、
素
晴
ら
し
い
モ
ノ
に
生
ま
れ

変
わ
り
ま
す
。
ま
た
、
資
源
化
さ
れ
る

工
程
を
自
身
で
感
じ
取
る
こ
と
が
出
来

る
も
の
、
こ
の
教
室
の
面
白
い
点
だ
と

思
い
ま
す
。

　

現
代
は
、
い
ろ
い
ろ
な
モ
ノ
が
簡
単

に
手
に
入
る
時
代
に
な
り
ま
し
た
が
、

使
い
捨
て
や
食
べ
残
し
が
当
た
り
前
と

な
り
、
ゴ
ミ
を
増
や
す
原
因
の
一
つ
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
も

リ
サ
イ
ク
ル
工
房
で
行
わ
れ
る
体
験
教

室
に
是
非
参

加
さ
れ
、
環

境
問
題
に
つ

い
て
考
え
る

機
会
に
し
て

頂
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

町
長
コ
ラ
ム

吉賀町長 Vol.57

岩本一巳

「
資
源
」
と
し
て

　
　
　

 

生
ま
れ
変
わ
る

町長コラム

【私が製作したエコバック (指導員の方とご一緒に )・ガラスフュージョン】
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秋
の
山
口
県
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
大
会

が
10
月
29-

30
日
で
山
口
市
維
新
公
園

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
11
歳
以
下
男
子

の
部
で
は
片
上
龍
之
介
さ
ん
（
六
小

3
）
が
優
勝
を
し
ま
し
た
。
準
々
決
勝

で
は
相
手
の
マ
ッ
チ
ポ
イ
ン
ト
２
回
か

ら
タ
イ
ブ
レ
ー
ク
に
持
ち
込
み
逆
転
で

勝
利
し
ま
し
た
。
翌
日
の
準
決
勝
、
決

勝
は
危
な
げ
な
く
勝
利
し
11
歳
以
下
で

は
初
優
勝
で
す
。
ま
た
11
歳
以
下
女
子

の
部
で
は
浜
田
市
か
ら
吉
賀
町
に
練
習

に
来
て
い
る
久
佐
美
月
姫
さ
ん
（
国
府

小
5
）
が
初
優
勝
、
河
口
依
鈴
さ
ん
（
六

小
3
）
が
準
優
勝
、
萬
行
椛
恋
さ
ん
（
六

小
5
）
が
３
位
に
な
り
ま
し
た
。
13
歳

以
下
女
子
の
部
で
は
河
口
菜
々
美
さ
ん

（
六
小
5
）
が
優
勝
、
片
上
碧
さ
ん
（
六

小
5
）
が
準
優
勝
し
ま
し
た
。
13
歳
以

下
男
子
の
部
で
は
吉
田
涼
さ
ん
（
六
中

1
）
が
７
位
に
入
り
ま
し
た
。
15
歳
以

下
男
子
の
部
で
は
橋
本
詠
哉
さ
ん
（
下

松
中
2
）
が
６
位
に
な
り
ま
し
た
。
今

回
は
出
場
選
手
全
員
が
入
賞
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し

た
。
日
々
の

積
み
重
ね
が

大
会
で
結
果

を
出
し
続
け

て
い
ま
す
。

山
口
県
テ
ニ
ス
オ
ー
タ
ム
大
会

トピックス
話題・できごと

ち
ょ
う
み
ん
ひ
ろ
ば

《
寄
稿
》

郷
里
回
想
録
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本　

雅
夫

　

天
災
は
い
つ
の
時
代
に
も
当
時
の

人
々
に
振
り
掛
か
り
、
又
人
々
を
悩
ま

せ
て
き
た
。

　

今
か
ら
凡
そ
二
百
年
前
の
江
戸
末
期

は
全
国
的
に
飢
饉
、
冷
害
、
大
洪
水
が

発
生
、
当
吉
賀
地
方
も
そ
の
例
外
で
は

な
く
特
に
天
保
七
年
は
申
年
の
大
水
と

し
て
古
記
録
に
も
伝
承
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
年
は
春
季
到
来
も
山
里
の
鶯
、
少

し
も
鳴
か
ず
、
田
植
之
時
に
な
っ
て
も

寒
く
厚
目
の
綿
入
れ
を
着
用
野
良
仕
事

に
従
事
し
た
。
是
に
加
え
て
折
か
ら
の

長
雨
で
大
洪
水
に
よ
り
人
畜
、
家
屋
多

く
流
出
作
物
は
す
べ
て
冷
害
不
作
と
な

り
飢
え
で
死
者
病
人
が
多
発
、
食
物
は

す
べ
て
無
く
蓼
野
盛
太
ヶ
山
に
登
り
、

わ
ら
び
の
根
を
掘
り
そ
れ
で
澱で

ん
ぷ
ん粉

を
作

り
食
す
が
中
に
は
鍬
を
打
ち
込
み
力
尽

き
て
そ
の
ま
ま
死
亡
し
た
者
も
い
た
と

伝
う
。
是
以
後
幾
多
も
天
災
は
続
く
…
。

石
見
朝
倉
那
智
権
現
様
へ
行
く
途
中
に

古
い
竹
藪
が
あ
っ
た
。
こ
こ
に
此
の
よ

う
な
天
災
や
飢
饉
で
死
亡
し
た
人
々
を

集
め
埋
葬
し
た
云
う
塚
が
あ
っ
た
人
々

俗
に
云
う「
仙（
千
）人
塚
」と
…
。
こ
の

地
は
夜
な
夜
な
何
者
か
が
出
没
す
る
と

昔
か
ら
伝
う
。
あ
る
時
、
朝
倉
尋
常
高

等
科
へ
赴
任
し
て
来
た
若
い
女
教
師
が

い
た
。
そ
の
年
も
晩
秋
近
く
に
な
り
学

校
恒
例
の
秋
季
運
動
体
育
会
の
練
習
に

勤
し
み
日
も
西
山
に
落
ち
あ
た
り
は
相

当
暗
く
な
っ
て
一
人
で
帰
途
に
着
い

た
。
そ
し
て
こ
の
仙
人
塚
に
差
し
か
か

る
と
前
方
よ
り
馬
の
足
音
が
聞
え
て
来

た
。
是
を
か
わ
す
為
に
側
の
小
高
い
丘

に
登
っ
て
い
る
と
馬
に
乗
っ
た
人
物
が

近
づ
い
て
来
た
の
で
、
ひ
ょ
っ
と
見
る

と
馬
上
の
人
物
は
大
男
で
武
将
髭
を
蓄

え
す
ご
い
形
相
で
、
し
か
も
首
ら
し

き
も
の
を
二
、
三
口
に
銜
え
口
は
耳
元

ま
で
裂
け
て
い
た
と
云
う
。
夢
う
つ
つ

幻
か
茫
然
と
す
。
さ
す
が
気
丈
な
女
教

師
さ
ん
と
云
え
ど
も
そ
の
恐
怖
で
怯
ん

だ
。
荒
れ
た
呼
吸
を
整
え
漸
く
立
ち
上

が
り
急
い
で
下
宿
先
の
本
覚
寺
に
帰
省

し
時
の
和
尚
様
に
こ
の
事
を
話
す
と
和

尚
さ
ん
曰
く「
あ
そ
こ
の
地
は
昔
か
ら

何
者
か
正
体
不
明
の
者
が
現
れ
る
」
と

云
う
。
巷
間
で
は
自
然
災
死
者
の
霊
魂

で
あ
ろ
う
と
…
。
供
養
の
一
つ
と
し
て

お
経
を
唱
え
以
後
和
尚
様
が
迎
え
た
と

云
う
。

　

こ
の
塚
は
数
々
の
天
災
の
犠
牲
者
の

霊
鎮
魂
の
御
香
が
古
は
道
ゆ
く
往
来
者

の
手
に
よ
り
漂
っ
て
い
た
と
伝
う
。
こ

の
仙
人
塚
現
存
せ
ず
、
又
臨
済
宗
本
覚

寺
は
旧
跡
碑
が
建
立
、
こ
の
門
跡
を
周

囲
の
木
々
の
梢
を
鳴
ら
し
吹
く
風
が
押

し
せ
ま
る
歳
末
を
感
受
す
べ
く
様
相
を

呈
す
に
相
応
し
く
は
あ
る
。
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ちょうみんひろば

《
寄
稿
》

金
の
な
る
木
の
本
領
？
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　

早
く
見
た
い
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
中　

和
博

　

私
だ
け
が
知
ら
な
か
っ
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
こ
ん
な
名
前
の
植
物
が

あ
る
の
？
30
年
位
前
に
、
父
が
育
て
て

い
た
30
㎝
位
の
木
が
、
正
に
「
金
の
な

る
木
」
で
、
そ
れ
か
ら
父
は
天
国
へ
行

き
ま
し
た
が
木
の
方
は
今
日
ま
で
元
気

に
育
ち
、
高
さ
100
㎝
位
と
80
㎝
位
の
二

本
の
木
に
な
っ
て
い
ま
す
。
11
月
末
か

ら
、
白
い
小
さ
な
花
を
枝
一
杯
に
咲
か

せ
て
、
３
月
ご
ろ
ま
で
、
私
達
の
目
を

楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。
（
寒
さ
に
は

弱
い
の
で
12
月
か
ら
２
月
末
ま
で
は
、

室
内
に
い
ま
す
）
二
本
の
木
は
、
30
年

余
り
の
間
に
ダ
メ
に
な
る
と
思
わ
れ
る

危
機
が
何
度
か
あ
り
ま
し
た
。
夏
の
暑

さ
で
（
水
不
足
）
、
冬
は
氷
点
下
で
凍

結
し
そ
う
に
な
っ
た
時
、
そ
の
都
度
、

ギ
リ
ギ
リ
の
と
こ
ろ
で
生
き
残
っ
て
、

今
の
姿
を
保
っ
て
い
ま
す
。
30
年
以
上

も
育
て
て
来
た
身
か
ら
言
わ
せ
て
も
ら

《
寄
稿
》

私
の
自
律
神
経

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村　

民
子

　

自
律
神
経
と
い
う
名
前
は
聞
い
た
こ

と
は
あ
る
け
れ
ど
よ
く
分
か
ら
な
い
と

い
う
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

え
ば
、「
ま
だ
君
の
本
領
を
見
た
こ
と

な
い
ぞ
」、
少
し
冷
た
い
の
で
は
な
い

か
、
と
言
い
た
い
気
分
で
す
。
文
頭
の

疑
問
に
戻
り
ま
す
が
、「
金
の
な
る
木
」

は
本
当
の
名
前
で
し
ょ
う
か
？
ホ
ー
ム

セ
ン
タ
ー
に
、「
金
の
な
る
木
の
土
」

な
る
も
の
が
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
の
で

「
金
の
な
る
木
」
が
本
名
だ
と
ず
っ
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
少
し
調
べ
て
み
る

と
、
和
名
「
プ
チ
ベ
ニ
ベ
ン
ケ
イ
」
と

あ
り
、洋
名
も
い
く
つ
か
あ
る
様
で
す
。

花
を
楽
し
み
つ
つ
、
い
つ
か
ら
「
金
の

な
る
木
」
と
な
っ
た
の
か
、
誰
が
命
名

し
た
の
か
、
ま
た
調
べ
て
み
る
事
に
し

ま
す
。
そ
し
て
、
き
っ
と
名
前
の
通
り

の
本
領
を
我
が
家
に
届
け
て
く
れ
る
の

で
は
と
、
期
待
し
て
待
つ
日
々
で
す
。

　

神
経
系
に
は
、
中
枢
神
経
系
と
抹
消

神
経
系
が
あ
り
ま
す
。

　

自
律
神
経
は
抹
消
神
経
系
の
１
つ

で
、
全
身
の
器
官
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

る
神
経
系
で
す
。

　

交
感
神
経
と
副
交
感
神
経
の
２
種
類

が
あ
り
自
動
車
に
喩
え
る
と
ア
ク
セ
ル

に
あ
た
る
の
が
交
感
神
経
、
ブ
レ
ー
キ

に
あ
た
る
の
が
副
交
感
神
経
と
言
う
そ

う
で
す
。

　

私
は
運
動
不
足
か
ら
自
律
神
経
の
乱

れ
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

　

心
身
共
に
不
調
を
招
く
ネ
ガ
テ
ィ
ブ

な
感
情
を
招
い
た
ら
深
呼
吸
を
意
識
的

に
整
え
ま
す
。

　

「
イ
ラ
イ
ラ
」「
焦
る
な
」「
緊
張
す
る
」

時
は
深
呼
吸
し
て
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

交
感
神
経
と
副
交
感
神
経
が
う
ま
く

い
か
な
い
と
い
ろ
ん
な
状
態
が
で
て
く

る
の
で
困
っ
た
も
の
で
す
。

《
寄
稿
》

イ
ノ
シ
シ
に
い
ど
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野　

君
江

　

旧
暦
十
月
は
神
無
月
と
言
っ
て
日
本

中
の
神
々
が
出
雲
に
集
ま
る
と
言
う
。

コ
ロ
ナ
お
さ
ま
り
ま
す
様
、
又
終
り
の

見
通
せ
な
い
ロ
シ
ア
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
が
早
く
終
り
ま
す
様
、
神
の
力
で
ど

う
に
か
な
ら
な
い
か
な
ぁ
、
そ
ん
な
事

考
え
な
が
ら
、
今
日
も
杖
を
つ
き
な
が

ら
畑
へ
と
向
う
。
畑
を
こ
し
ら
え
て
も

ら
い
種
蒔
、
苗
植
を
し
て
の
野
菜
作
り

よ
う
や
く
出
来
た
野
菜
が
食
卓
に
上

る
。
そ
の
時
二
人
で
い
ら
れ
る
事
に
感

謝
で
あ
る
。
二
人
が
さ
か
れ
る
日
ま
で

頑
張
ら
な
く
て
は
と
思
う
。

　

最
近
の
ニ
ュ
ー
ス
で
子
供
が
サ
ツ
マ

イ
モ
を
掘
っ
て
喜
ん
で
い
る
姿
を
見

る
。
わ
が
家
も
サ
ツ
マ
イ
モ
を
植
え
て

い
た
の
だ
が
、
指
ぐ
ら
い
に
出
来
た
と

思
っ
た
ら
イ
ノ
シ
シ
に
全
部
や
ら
れ
た

の
だ
、そ
れ
以
来
は
植
え
な
く
な
っ
た
。

昨
年
は
ミ
ョ
ウ
ガ
、
ト
マ
ト
、
ナ
ス
ビ
、

ピ
ー
マ
ン
ま
で
や
ら
れ
た
の
だ
。
今
年

も
綱
を
く
ぐ
り
入
ろ
う
と
し
た
が
、
主

人
が
電
気
柵
を
し
て
よ
う
や
く
野
菜
作

り
が
出
来
た
の
だ
。
イ
ノ
シ
シ
と
戦
い

な
が
ら
、
今
年
も
野
菜
作
り
に
挑
戦
で

あ
る
。
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《川
柳
》

無
理
な
こ
と
励
む
内
に
は
効
果
出
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
上
武
史

燕
の
児
羽
を
バ
タ
バ
タ
巣
立
ち
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
村
菊
夫

目
標
に
向
か
っ
て
励
む
孫
二
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
上
健
二

子
が
生
れ
孫
が
生
れ
て
励
ま
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
永
藤
子

ほ
ど
ほ
ど
が
長
寿
に
よ
い
と
励
ま
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村
民
子

励
ま
さ
れ
元
気
に
走
る
子
供
た
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
庭
和
子

音
読
が
認
知
に
効
く
と
は
げ
む
吾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寺
戸
美
瑳
子

太
鼓
の
音
励
ん
だ
証
あ
り
あ
り
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
桐
朱
実 

励
ま
さ
れ
貰
っ
た
募
金
ど
う
生
か
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

池
下
邦
枝

朝
メ
イ
ク
気
合
い
入
れ
す
ぎ
厚
化
粧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

折
口
沙
羅

ダ
イ
エ
ッ
ト
敵
は
好
物
気
の
ゆ
る
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

毅

　《
俳
句
》

城
山
の
秋
眺
め
つ
つ
人
を
待
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野
由
希

折
紙
の
鶴
と
目
の
合
ふ
秋
灯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
浦
一
美

好
き
な
地
へ
移
住
家
族
や
う
ろ
こ
雲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
崎
美
智
子

教
頭
の
こ
わ
い
話
や
秋
の
夜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
田
綾
美

駄
菓
子
屋
に
あ
の
菓
子
目
っ
け
赤
と
ん
ぼ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

茅
原
久
子

秋
高
し
肩
に
く
い
こ
む
返
却
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
岡
雅
子

満
点
星
の
紅
葉
の
垣
の
社
協
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

齋
藤
ツ
ル
子

ペ
ン
置
け
ば
影
の
生
ま
る
る
秋
の
午
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
木
道
子

秋
寂
び
て
嫋た

お

や
か
に
伏
す
大
賀
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村
民
子

秋
蝶
の
花
求
め
飛
ぶ
空
の
青

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
峯
辰
雄

い
つ
終
る
イ
ノ
シ
シ
ま
で
も
戦
い
く
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野
君
江

も
の
さ
み
し
と
り
残
さ
れ
た
柿
一
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

毅

大
晦
日
院
身
あ
た
り
の
雪
の
暮
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本
雅
夫

　《
短
歌
》

夫つ
ま

送
る　

棺
の
中
に　

我
な
り
に

　

夫
詠
み
詩う

た　

す
べ
て
納
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村
民
子

秋
晴
れ
の　

綿
雲
の
下　

子
ツ
バ
メ
の

　

自
在
な
飛
翔　

群
れ
て
広
が
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
峯
辰
雄

中
庭
の　

白
い
さ
ざ
ん
か　

空
に
映
え

　

心
の
小
川　

流
れ
る
よ
う
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
口
敦
子

お
悔
み
～
や
す
ら
か
に
～
（
10
月
届
出
）

同
意
が
得
ら
れ
た
方
の
み
記
載
し
て
い
ま
す
。

出
生
～
す
こ
や
か
に
～　

 

（
10
月
届
出
）

山
口　

幸
羽
（
ゆ
き
は
）
さ
ん

　
　
　

翔
吾
・
優
香
さ
ん
の
子　
　

六
日
市

中
島　

杏
南
（
あ
ん
な
）
さ
ん

　
　
　

佳
亮
・
梨
瑛
さ
ん
の
子　
　

沢
田

【
お
詫
び
と
訂
正
】

　

広
報
よ
し
か
11
月
号
№
２
０
５
の
中
で

一
部
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
訂

正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

〇
2
頁 

令
和
３
年
度 

一
般
会
計
決
算
報
告　

歳
出
の
概
要

　

正
：
補
助
費
等
の
減
少

　

誤
：
補
助
費
等
の
増
加

斉
藤　

恒
夫　

さ
ん　

91
歳　
　
　

抜
月

大
場　

博
明　

さ
ん　

84
歳　
　
　

田
野
原

伊
藤　

由
枝　

さ
ん　

91
歳　
　
　

立
河
内

寄
稿
・
文
芸
コ
ー
ナ
ー　

応
募
方
法
と
お
知
ら
せ

●
毎
月
１
日
ま
で
に
企
画
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
寄
稿
の
場
合
は
五
〇
〇
字
以
内
と
し
て
く
だ
さ
い
。

●
楷
書
で
略
字
を
使
わ
ず
、
漢
字
は
常
用
漢
字
を
用
い
て

ふ
り
が
な
を
振
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
応
募
作
品
は
基
本
的
に
原
文
の
ま
ま
記
載
し
ま
す
が
原

文
の
意
味
を
損
な
わ
な
い
範
囲
で
修
正
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
●
作
品
の
内
容
に
よ
っ
て
は
掲
載
し
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

●
応
募
多
数
の
場
合
等
は
掲
載
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
原
稿
は
お
返
し
し
ま
せ
ん
。

●
掲
載
希
望
の
コ
ー
ナ
ー
名
を
記
載
く
だ
さ
い
。

●
掲
載
の
有
無
は
連
絡
い
た
し
ま
せ
ん
。

※
応
募
さ
れ
た
方
は
右
記
を
了
承
い
た
だ
い
た
事
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
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